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地域医療連携室　　

 新緑の候、皆様にはいかがお過ごしでしょうか？先日、開催されました「地域医療連携フォーラム」には、

多くの職種の方々が200名以上も参加いただきました。これは、気仙沼の地域医療・介護・福祉連携を推進

しなければならないという、皆様の熱い思いの表れであると強く感じました。 

 さて、気仙沼市立病院の新病院建設計画では、当院の地域医療に果たす役割が、①救急を含む急性期

医療の部分と、②病後に低下した身体機能を回復させるリハビリ機能、に最も大きな比重を置くことが明ら

かになりました。従来から、市民のリハビリへの要望が多く寄せられていたのですが、残念ながらその声にこ

たえることができないでいたというのが実情です。遅きに失しましたが、病院では回復期リハビリ病棟新設に

向けて、スタッフの確保や体制の整備に着手いたしました。そして、新病院が順調に機能すれば、患者さん

はＡＤＬが高い状態で在宅での生活が可能となり、ひいては市民の健康寿命の延長につながると考えてい

ます。 

 これらのことを踏まえ、さらに「顔の見える医療・介護・福祉連携」が発展することを希望しています。これか

らもよろしくお願い申し上げます。 

気仙沼市立病院 地域医療連携室長  横田 憲一 

第８号 

 “がんと向き合う”を大きなテーマに、２月２２日（日）に千葉県立保
健医療大学健康学部リハビリテーション学科准教授 安部能成先生

をお招きし、講演会を開催しました。 

 第１部は医療・福祉関係者を対象に“がん患者にリハビリなど必要

ない”という、とてもインパクトのあるテーマで始まりました。 

 がんリハビリの考え方や疼痛コントロールなど専門的な内容で、今後

の看護・介護につながる講演でした。 

 第２部では、安部先生の著書「笑って楽しく うれしい介護リハビリ」

をもとに、日常生活の中で何気なくしていることが、リハビリになって

いるなど、一般の方にもわかりやすく、とても興味深い内容でした。 

 今年の９月にも安部先生に講演していただく予定となっていますの

で、ぜひご参加ください。 笑って楽しく 

うれしい介護リハビリ 

３００円 

続・笑って楽しく 

うれしい介護リハビリ 

５００円 

 がんサロン室で購入できます☆ 



施設・事業者名

　　気仙沼市立病院　　地域医療連携室

職種 氏名 職種 氏名

 

日時：平成２４年６月７日（木）   １７時４５分～ 

 

場所：気仙沼市立病院  ４階会議室 

テーマ：顔の見える関係 Part２ 
                

    事例をもとに、グループワークを行います。 

   
＊研修会の都合上、施設・事業所名に加え、参加者名と職種を下

記の申込欄にご記入をお願いいたします。 

＊６月１日（金）までに、FAXでお申し込みください。 
 

＊連絡・問い合わせ先 

 気仙沼市立病院 地域医療連携室  担当：千葉 

  電話 0226-22-7100（内線：315） 

  FAX 0226-24-2328 


